








記されていた。国語科を例に挙げれば，「第 1 章総則の第 1 の 2 及び第 3 章道徳の第 1
に示す道徳教育の目標に基づき，道徳の時間などとの関連を考慮しながら，第 3 章道徳
の第 2 に示す内容について，国語科の特質に応じて適切な指導をすること」とある。
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畢竟するに，最近導入されつつある SEL（Social and Emotional Learning : 社会性と
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